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政
府
は
３
月

２０
日
、
「
地
域

の
自
主
性
及
び

自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関

す

る

法

律

案

（
第
５
次
地
方

分

権

一

括

法

案
）
」
を
閣
議

決
定
し
、
国
会

に
提
出
し
た
。

第
５
次
地
方
分
権
一
括
法
案
は
、

２６
年
か
ら
新
た
に
導
入
し
た
提
案

募
集
方
式
（
本
紙
１
９
０
３
・
４

号
４
面
参
照
）
に
お
け
る
地
方
公

共
団
体
等
か
ら
の
提
案
等
を
踏
ま

え
た
「
平
成
２６
年
の
地
方
か
ら
の

提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
」

（
２７
年
１
月
３０
日
閣
議
決
定
�
本

紙
１
９
３
０
号
３
面
・
１
９
３
１

号
２
面
参
照
）
に
基
づ
き
�
地
方

公
共
団
体
へ
の
事
務
・
権
限
の
移

譲
等
�
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見

直
し
等
―
に
つ
い
て
、
関
係
法
律

の
整
備
と
し
て
１９
法
律
を
一
括
改

正
す
る
も
の
。

�
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
地
方

公
共
団
体
へ
▽
農
地
の
総
量
確
保

の
た
め
の
仕
組
み
の
充
実
及
び
農

地
転
用
許
可
（
農
地
法
・
農
業
振

興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
）

▽
医
療
用
麻
薬
に
係
る
小
売
業
者

間
の
譲
渡
の
許
可
（
麻
薬
及
び
向

精
神
薬
取
締
法
）
等
、
都
道
府
県

か
ら
指
定
都
市
等
へ
▽
指
定
都
市

立
特
別
支
援
学
校
の
設
置
等
に
係

る
都
道
府
県
の
認
可
（
学
校
教
育

法
）
▽
火
薬
類
の
製
造
許
可
等

（
火
薬
類
取
締
法
）
―
の
事
務
・

権
限
の
移
譲
等
の
た
め
、
１２
法
律

を
改
正
す
る
。

�
に
つ
い
て
は
、
▽
建
築
審
査

会
委
員
の
任
期
の
条
例
委
任
（
建

築
基
準
法
）
▽
農
林
業
等
活
性
化

基
盤
整
備
計
画
を
定
め
る
際
の
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
に
対
す
る
同

意
協
議
に
係
る
同
意
の
一
部
廃
止

（
特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農

林
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤

整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）
▽

保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る

認
定
の
有
効
期
間
の
廃
止
（
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保

育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
）
―
の
た
め
、
８
法

律
を
改
正
す
る
。

※
�
・
�
の
括
弧
内
は
改
正
す
る

法
律
名
。
�
・
�
を
合
わ
せ
る

と
２０
法
律
と
な
る
が
、
こ
れ
は

�
・
�
で
重
複
す
る
法
律
が
あ

る
た
め
。

第第５５次次地地方方分分権権一一括括法法案案
をを閣閣議議決決定定しし国国会会へへ提提出出

本
会
が
２７
年
度
版
施
策
集
を
刊
行

本
会
は
３
月
３０
日
、
「
平
成
２７

年
度
版
全
国
都
市
の
特
色
あ
る
施

策
集
〜
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
づ

く
り
〜
」
を
刊
行
し
た
。

本
書
は
、
全
国
の
都
市
が
抱
え

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
最
大
限
活
か
し
つ
つ
、
自

ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
取
り
組
ん

で
い
る
各
都
市
の
施
策
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
。
２７
年
度
版
に
は
、

４
０
９
市
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
９
６

７
件
の
特
色
あ
る
施
策
を
収
録
し

て
い
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
３
月
３０
日

付
け
で
全
市
へ
一
冊
ず
つ
発
送
し

て
お
り
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
議
会
施
策
シ
ス
テ
ム
（
略
称

Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
」（h

t
t
p
s

�/
/
w
w

w
.s
i

―s
i
s
a
k
u
.j
p
/

）
か
ら

も
閲
覧
で
き
る
。

本
書
は
市
販
さ
れ
て
お
り
、
お

求
め
の
方
は
、
（
株
）
ぎ
ょ
う
せ

い
（
�
０
１
２
０
・
９
５
３
・
４

３
１
�
フ
リ
ー
コ
ー
ル
、
受
付
時

間
は
平
日
９
時
か
ら
１７
時
）
か
ら

お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

本
紙
で
は
、
本
会
の
�
地
方
行

政
�
地
方
財
政
�
社
会
文
教
�
産

業
経
済
�
建
設
運
輸
―
委
員
会
の

平
成
２６
年
度
に
お
け
る
要
望
結
果

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
等
を
今
号

か
ら
５
回
に
わ
た
り
掲
載
す
る
。

今
号
は
地
方
行
政
委
員
会
に
つ
い

て
（
２
・
３
面
に
掲
載
）
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1936号４月５日平成27年
（2015年）

平成２７年度版全国都市の特色ある施策集～まち・ひと・しごとづくり～
Ａ４判・定価（本体６，４００円＋税）送料４６０円

２６年度

本

会

委
員
会

要
望
結
果
を
順
次
掲
載

（１） 平成２７年４月５日 第１９３６号
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地
方
行
政
委
員
会
の
２６
年
度
の

要
望
は
�
地
方
分
権
改
革
の
推
進

�
地
方
創
生
の
推
進
�
地
方
議
会

の
権
能
強
化
等
�
消
防
防
災
体
制

の
充
実
強
化
�
過
疎
地
域
の
自
立

促
進
�
空
き
家
等
に
対
す
る
総
合

的
な
法
整
備
等
�
合
併
市
町
村
に

対
す
る
支
援
の
拡
充
	
基
地
対
策

関
係
予
算
の
確
保
等


治
安
対
策

の
強
化
等
�
北
方
領
土
返
還
�
竹

島
の
領
有
権
確
立


日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
な
改
定
�
人
権
救
済

制
度
の
確
立
―
の
１３
項
目
を
大
き

な
柱
と
す
る
。

以
下
、
要
望
結
果
に
つ
い
て
、

項
目
ご
と
に
そ
の
概
要
を
掲
載
す

る
。

�
地
方
分
権
改
革
の
推
進

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し

と
都
道
府
県
か
ら
基
礎
自
治
体
へ

の
権
限
移
譲
に
関
し
、
地
方
公
共

団
体
等
か
ら
の
提
案
を
募
っ
た
提

案
募
集
方
式
に
つ
い
て
、
提
案
事

項
の
実
現
を
図
る
よ
う
要
望
し
て

き
た
が
、
２７
年
１
月
３０
日
に
「
平

成
２６
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に

関
す
る
対
応
方
針
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
方
針
で
は
、
地
方
自
治

体
か
ら
の
提
案
９
５
３
件
の
う
ち
、

検
討
対
象
外
の
も
の
な
ど
を
除
く
、

８
６
６
件
中
、
４
９
５
件
（
５７
・

２
％
）
を
「
実
現
・
対
応
」
と
し

た
。
重
点
要
望
事
項
１
６
３
件
に

限
れ
ば
、
８４
・
０
％
に
当
た
る
１

３
７
件
が
「
実
現
・
対
応
」
と
な

っ
た
。

政
府
は
こ
の
対
応
方
針
を
踏
ま

え
た
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
（
第
５
次
地
方

分
権
一
括
法
案
）
」
を
３
月
２０
日

に
閣
議
決
定
し
、
国
会
へ
提
出
し

た
（
１
面
参
照
）
。
移
譲
さ
れ
た

事
務
・
権
限
が
円
滑
に
執
行
で
き

る
よ
う
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税

等
に
よ
り
確
実
な
財
政
措
置
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
や
技
術
的
助
言
、
研
修
や
職

員
の
派
遣
な
ど
の
必
要
な
支
援
を

措
置
す
る
と
し
て
い
る
。

�
地
方
創
生
の
推
進

包
括
的
な
交
付
金
の
創
設
を
要

望
し
て
き
た
。
２６
年
度
補
正
予
算

で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
に
向
け
た
総
合
戦
略
の
先
行
的

実
施
と
し
て
、
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
（
地

方
創
生
先
行
型
）
が
１
７
０
０
億

円
（
基
礎
交
付
１
４
０
０
億
円
、

上
乗
せ
交
付
３
０
０
億
円
）
確
保

さ
れ
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定

と
、
そ
の
関
係
施
策
の
実
施
へ
の

支
援
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少

の
克
服
の
た
め
の
歳
出
を
地
方
財

政
計
画
に
計
上
し
、
地
方
交
付
税

を
充
実
す
る
よ
う
要
望
し
て
き
た
。

各
地
方
公
共
団
体
が
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
に
取
り
組
む
た
め

の
財
政
需
要
を
算
定
す
る
た
め
、

前
年
度
よ
り
５
０
０
億
円
増
額
さ

れ
た
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費
４

０
０
０
億
円
と
、
新
た
に
創
設
さ

れ
た
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業

費
６
０
０
０
億
円
と
合
わ
せ
て
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
と
し
て
、
２７
年
度
地
財
計
画
に

１
兆
円
が
計
上
さ
れ
た
。

な
お
、
２６
年
１２
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
中
で
は
地
域

連
携
が
掲
げ
ら
れ
、
今
後
、
連
携

中
枢
都
市
圏
構
想
の
推
進
が
図
ら

れ
る
。
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
と

は
、
重
複
す
る
都
市
圏
域
概
念
�

総
務
省
の
地
方
中
枢
拠
点
都
市
圏

�
国
土
交
通
省
の
高
次
地
方
都
市

連
合
�
経
済
産
業
省
の
都
市
雇
用

圏
―
を
新
た
な
都
市
圏
に
統
一
し

た
も
の
。
市
町
村
の
連
携
手
法
と

し
て
、
連
携
協
約
や
、
そ
の
他
個

別
の
法
律
や
施
策
に
基
づ
き
必
要

と
な
る
手
続
き
も
活
用
さ
れ
る
。

２６
年
度
で
は
、
先
行
的
モ
デ
ル
構

築
事
業
が
９
圏
域
で
実
施
さ
れ
た
。

２７
年
度
か
ら
は
、
本
格
的
に
地
方

交
付
税
措
置
等
が
講
じ
ら
れ
、
全

国
展
開
が
図
ら
れ
る
。
連
携
中
枢

都
市
の
取
り
組
み
へ
の
財
政
措
置

と
し
て
、
経
済
成
長
の
け
ん
引
や

高
次
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
に

対
し
て
、
圏
域
人
口
に
応
じ
て

（
７５
万
人
で
約
２
億
円
）
普
通
交

付
税
措
置
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、

生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
取
り
組
み
に
は
、
人
口
・
面
積

等
を
勘
案
し
て
上
限
額
が
設
定
さ

れ
る
が
、
１
市
当
た
り
年
間
１
・

２
億
円
程
度
を
基
本
と
し
て
特
別

交
付
税
措
置
が
な
さ
れ
る
。
連
携

市
町
村
の
取
り
組
み
に
対
す
る
財

政
措
置
と
し
て
は
、
１
市
町
村
当

た
り
年
間
１
５
０
０
万
円
を
上
限

と
し
て
、
特
別
交
付
税
措
置
が
な

さ
れ
る
。

�
地
方
議
会
の
権
能
強
化
等

さ
ら
な
る
地
方
議
会
の
権
能
強

化
は
図
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
２６
年

５
月
に
発
足
し
た
第
３１
次
地
方
制

度
調
査
会
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
諮
問
事
項
の
一

つ
に
「
議
会
制
度
や
監
査
制
度
等

の
地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
あ
り
方
」
（
以
下
「
議
会
制
度

等
」
）
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

２７
年
３
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

同
調
査
会
第
２
回
総
会
で
は
、
今

後
の
審
議
項
目
が
決
定
さ
れ
た
。

議
会
制
度
等
に
つ
い
て
は
�
地
方

公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い

て
、
議
会
、
監
査
委
員
、
長
、
住

民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

か
（
▽
議
会
は
意
思
決
定
機
能
や

監
視
機
能
等
の
役
割
を
ど
の
よ
う

に
担
う
べ
き
か
。
議
会
が
住
民
の

代
表
と
し
て
適
切
に
役
割
を
果
た

す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
▽

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
内
部
統

制
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
―
等
）
�
議
会
、
監
査
委
員
、

長
、
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
全
体
と
し
て
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
で
あ
る
べ
き
か
―
の
２
つ

の
大
き
な
審
議
項
目
が
設
け
ら
れ

た
。
今
後
、
専
門
小
委
員
会
を
中

心
に
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

�
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化

消
防
団
の
充
実
・
強
化
を
要
望

し
て
き
た
が
、
２７
年
度
消
防
庁
予

算
案
で
は
、
消
防
団
へ
の
若
者
・

女
性
等
の
加
入
促
進
等
に
前
年
度

比
３
０
０
０
万
円
増
の
２
億
７
０

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
消
防
団
の
装
備
・
訓
練
の

充
実
強
化
の
計
上
額
は
前
年
度
比

１
０
０
０
万
円
減
の
３
億
６
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
２６
年

度
補
正
予
算
で
１５
億
円
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

�
過
疎
地
域
の
自
立
促
進

税
制
抜
本
的
改
革
時
の
過
疎
地

域
へ
の
配
慮
を
要
望
し
て
い
た
が
、

２７
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
過

疎
地
域
の
企
業
誘
致
等
を
図
る
た

め
、
過
疎
地
域
内
で
個
人
ま
た
は

法
人
が
製
造
業
等
の
設
備
な
ど
を

新
増
設
し
事
業
の
用
に
供
し
た
場

合
の
特
別
償
却
が
２
年
間
延
長
さ

れ
た
。

�
空
き
家
等
に
対
す
る
総
合
的
な

法
整
備
等

２６
年
１１
月
に
「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

成
立
、
２７
年
２
月
２６
日
に
一
部
施

行
さ
れ
る
と
と
も
に
基
本
指
針
が

定
め
ら
れ
た
。
特
別
措
置
法
で
は

�
倒
壊
な
ど
保
安
上
危
険
と
な
る

�
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る
―

お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家
等
を
「
特

定
空
家
等
」
と
し
、
市
町
村
に
よ

る
除
却
、
修
繕
等
の
助
言
、
指
導
、

勧
告
、
命
令
が
で
き
、
従
わ
な
い

場
合
に
は
、
行
政
代
執
行
に
よ
り

強
制
執
行
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
（
行
政
代
執
行
関
連
の
規
定
は

５
月
２６
日
施
行
）
。

�
合
併
市
町
村
に
対
す
る
支
援
の

拡
充

合
併
市
町
村
に
対
し
て
実
態
に

即
し
た
交
付
税
算
定
を
行
う
こ
と

を
要
望
し
た
が
�
消
防
費
�
清
掃

【
３
面
へ
続
く
】
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費
�
離
島
の
対
応
―
に
つ
い
て
、

２７
年
度
か
ら
２９
年
度
ま
で
段
階
的

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
影
響
額
１
０
０
０
億
円
程
度
）
。

�
で
は
、
標
準
団
体
に
お
け
る
出

張
所
数
を
２
か
所
か
ら
３
か
所
に

見
直
し
、
こ
れ
に
伴
う
人
件
費
の

増
を
単
位
費
用
に
反
映
な
ど
（
８

６
０
億
円
程
度
）
�
で
は
、
ご
み

収
集
・
運
搬
に
要
す
る
経
費
を
見

直
し
、
単
位
費
用
に
反
映
な
ど

（
１
６
０
億
円
程
度
）
�
で
は
隔

遠
地
補
正
・
属
島
補
正
を
充
実
し
、

離
島
の
団
体
の
需
要
額
を
割
り
増

し
―
（
２０
億
円
程
度
）
が
行
わ
れ

る
。

�
基
地
対
策
関
係
予
算
の
確
保
等

２７
年
度
総
務
省
予
算
案
で
は
、

国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助

成
交
付
金
（
基
地
交
付
金
）
が
２

７
５
・
４
億
円
、
施
設
等
所
在
市

町
村
調
整
交
付
金
（
調
整
交
付

金
）
は
７０
億
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
度
と
同
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

２７
年
度
防
衛
省
予
算
案
に
お
い

て
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
は
、
歳

出
ベ
ー
ス
で
前
年
度
よ
り
２３
億
５

０
０
０
万
円
減
額
と
な
る
１
１
８

３
億
６
８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
２６
年
度
補
正
予
算
で

４７
億
５
１
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ

て
お
り
、
実
質
、
前
年
度
比
２
・

０
％
増
と
な
る
。

�
治
安
対
策
の
強
化
等

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
全

容
解
明
・
早
期
解
決
に
関
係
す
る

予
算
で
は
、
２７
年
度
内
閣
府
予
算

案
に
お
い
て
、
情
報
収
集
・
分
析

体
制
の
強
化
等
経
費
と
し
て
、
対

前
年
度
３
７
０
０
万
円
増
の
９
億

３
６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

�
北
方
領
土
返
還

領
土
の
返
還
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ほ
か
に
啓
発
活
動
の
増
進
、

返
還
要
求
運
動
の
後
継
者
育
成
等

を
要
望
し
て
き
た
が
、
２７
年
度
内

閣
府
北
方
対
策
予
算
案
で
は
、
若

年
層
を
対
象
と
し
た
次
世
代
啓
発

の
強
化
に
予
算
が
重
点
化
さ
れ
、

北
方
領
土
啓
発
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成

の
実
施
等
を
行
う
青
少
年
等
現
地

視
察
支
援
事
業
に
、
前
年
度
比
５

０
０
万
増
の
６
８
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

�
竹
島
の
領
有
権
確
立

領
有
権
確
立
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
内
閣
府
政
府
広
報
室
の
国
際

広
報
事
業
予
算
の
う
ち
領
土
対
策

室
執
行
分
の
２７
年
度
予
算
案
は
、

対
前
年
度
比
２８
・
６
％
増
の
９
０

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

�
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
改

定改
定
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
２６

年
１０
月
、
地
位
協
定
を
補
足
す
る

環
境
管
理
分
野
の
協
力
協
定
が
実

質
合
意
さ
れ
た
。
在
日
米
軍
に
関

し
て
厳
し
い
環
境
基
準
が
採
用
さ

れ
、
環
境
事
故
後
ま
た
は
土
地
返

還
に
関
す
る
現
地
調
査
の
た
め
の

米
軍
施
設
へ
の
立
ち
入
り
が
可
能

と
な
る
。

�
人
権
救
済
制
度
の
確
立

新
た
な
制
度
改
正
等
は
行
わ
れ

て
い
な
い
が
、
人
権
侵
害
の
被
害

救
済
等
を
図
る
た
め
、
人
権
侵
害

に
よ
る
被
害
者
救
済
活
動
の
実
施

事
業
と
し
て
、
２７
年
度
予
算
案
で

は
、
対
前
年
度
比
３４
・
７
％
増
の

２
億
２
９
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

▼
議
長

▽
雲
南

藤
原
信
宏（
２６
・
１２
・
４
）

▽
稲
敷

浅
野
信
行（
２６
・
１２
・
２２
）

▽
香
取

坂
部
勝
義
（
１
・
２２
）

▽
福
津

椛
村
公
彦
（
２
・
２
）

▽
西
東
京

稲
垣
裕
二
（
２
・
３
）

▽
御
坊

西
本
和
明
（
２
・
３
）

▽
小
諸

相
原
久
男
（
２
・
４
）

▽
か
す
み
が
う
ら

藤
井
裕
一
（
２
・
４
）

▽
戸
田

三
浦
芳
一
（
２
・
４
）

▽
倉
敷

原
田
龍
五
（
２
・
４
）

▽
田
原

太
田
由
紀
夫
（
２
・
５
）

▽
菊
川

内
田

�
（
２
・
６
）

▽
茨
木

坂
口
康
博
（
２
・
６
）

▽
須
坂

北
澤
雄
一
（
２
・
１２
）

▽
阿
蘇

藏
原
博
敏
（
２
・
１２
）

▽
つ
が
る

佐
々
木
慶
和
（
２
・
１３
）

▽
御
殿
場

芹
沢
修
治
（
２
・
１３
）

▽
安
中

柳
沢
吉
保
（
２
・
１７
）

▽
亀
岡

西
口
純
生
（
２
・
１７
）

▽
岩
出

井
神
慶
久
（
２
・
１７
）

▽
島
田

紅
林

貢
（
２
・
１８
）

▽
五
所
川
原

寺
田
武
造
（
２
・
２０
）

▽
四
街
道

石
山
健
作
（
２
・
２３
）

▽
瑞
浪

熊
谷
隆
男（
２
・
２３
）

▽
山
口

原

真
也（
２
・
２３
）

▽
大
野

�
岡
和
行
（
２
・
２４
）

▽
中
央
（
山
梨
）

名
執
義
�
（
２
・
２４
）

▽
高
島

廣
本
昌
久
（
２
・
２４
）

▽
今
治

松
岡
一
誠
（
２
・
２４
）

▽
唐
津

田
中
秀
和
（
２
・
２４
）

▽
我
孫
子

佐
々
木
豊
治
（
２
・
２５
）

▽
焼
津

石
田
善
秋
（
２
・
２５
）

▽
各
務
原

古
田
澄
信
（
２
・
２５
）

▽
本
庄

柿
沼
光
男
（
２
・
２６
）

▽
白
山

西
川
寿
夫
（
３
・
２
）

▽
豊
後
高
田

安
達

隆（
３
・
２
）

▽
前
橋

真
下
三
起
也
（
３
・
３
）

▽
渋
川

石
倉
一
夫
（
３
・
３
）

▽
柳
井

中
次
俊
郎（
３
・
９
）

▽
飛
�

葛
谷
寛
徳
（
３
・
１８
）

▽
向
日

辻
山
久
和
（
３
・
１９
）

▽
茂
原

森
川
雅
之
（
３
・
２０
）

▼
副
議
長

▽
雲
南

周
藤

強
（
２６
・
１２
・
４
）

▽
稲
敷

伊
藤

均
（
２６
・
１２
・
２２
）

▽
香
取

高
木
典
六
（
１
・
２２
）

▽
福
津

永
島
直
行
（
２
・
２
）

▽
西
東
京

小
峰
和
美
（
２
・
３
）

▽
御
坊

山
本
直
治
（
２
・
３
）

▽
小
諸

林

稔
（
２
・
４
）

▽
か
す
み
が
う
ら

加
固
豊
治
（
２
・
４
）

▽
戸
田

馬
場
栄
一
郎
（
２
・
４
）

▽
倉
敷

磯
田
寿
康
（
２
・
４
）

▽
田
原

渡
会
清
継
（
２
・
５
）

▽
菊
川

鈴
木

榮
（
２
・
６
）

▽
茨
木

上
田
光
夫
（
２
・
６
）

▽
須
坂

中
島
義
浩
（
２
・
１２
）

▽
太
田

深
澤
直
久
（
２
・
１２
）

▽
阿
蘇

井
手
明
廣
（
２
・
１２
）

▽
つ
が
る

伊
藤
良
二
（
２
・
１３
）

▽
御
殿
場

杉
山
章
夫
（
２
・
１３
）

▽
安
中

中
島
�
造
（
２
・
１７
）

▽
亀
岡

齊
藤
一
義
（
２
・
１７
）

▽
岩
出

田
畑
昭
二
（
２
・
１７
）

▽
新
座

工
藤

薫
（
２
・
１９
）

▽
五
所
川
原

平
山
秀
直
（
２
・
２０
）

▽
紀
の
川

杉
原

勲
（
２
・
２０
）

▽
瑞
浪

水
野
和
昭
（
２
・
２３
）

▽
山
口

氏
永
東
光
（
２
・
２３
）

▽
大
野

永
田
正
幸
（
２
・
２４
）

▽
中
央
（
山
梨
）

宮
川
弘
也
（
２
・
２４
）

▽
高
島

秋
永
安
次
（
２
・
２４
）

▽
今
治

石
井
秀
則
（
２
・
２４
）

▽
唐
津

笹
山
茂
成
（
２
・
２４
）

▽
我
孫
子

日
暮
俊
一
（
２
・
２５
）

▽
焼
津

鈴
木
繁
雄
（
２
・
２５
）

▽
各
務
原

吉
岡

健
（
２
・
２５
）

▽
本
庄

田
中
輝
好
（
２
・
２６
）

▽
下
関

平
岡
泰
彦
（
２
・
２６
）

▽
都
城

江
内
谷
満
義
（
２
・
２６
）

▽
白
山

小
川
義
昭
（
３
・
２
）

▽
橿
原

森
下
み
や
子
（
３
・
２
）

▽
三
豊

詫
間
政
司（
３
・
２
）

▽
豊
後
高
田

成
重
博
文
（
３
・
２
）

▽
前
橋

阿
部
忠
幸
（
３
・
３
）

▽
渋
川

須
田

勝
（
３
・
３
）

▽
北
九
州

山
本
眞
智
子
（
３
・
１１
）

▽
飛
�

谷
口
充
希
子
（
３
・
１８
）

▽
茂
原

矢
部
義
明
（
３
・
２０
）

▼
事
務
局
長

▽
南
陽

尾
形
真
人（
１
・
１
）

▽
高
砂

北

博
之
（
１
・
１
）

▽
盛
岡

後
藤
信
夫
（
４
・
１
）

▽
花
巻

久
保
田
廣
美
（
４
・
１
）

▽
弥
富

三
輪
眞
二
（
４
・
１
）

議議
会会
人人
事事
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地地
域域
おお
ここ
しし
協協
力力
隊隊
全全
国国
ササ
ミミ
ッッ
トト
がが
開開
催催

総
務
省
は
３
月
８
日
、
六
本
木

ヒ
ル
ズ
で
初
の
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
会
場
と
フ
ェ
ア
会
場

を
合
わ
せ
た
来
訪
者
は
約
３
０
０

０
人
に
上
り
、
３
０
０
人
を
超
え

る
隊
員
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し

た
。
サ
ミ
ッ
ト
会
場
、
フ
ェ
ア
会

場
と
も
に
、
隊
員
の
地
域
を
思
う

熱
い
気
持
ち
が
会
場
を
包
み
、
大

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
会
場
で
は
、
高
市
早

苗
・
総
務
大
臣
の
協
力
隊
に
対
す

る
期
待
の
こ
も
っ
た
挨
拶
で
始
ま

り
、
全
国
の
隊
員
に
よ
る
熱
気
あ

ふ
れ
る
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
を
経
て
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
佐

藤
可
士
和
さ
ん
に
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜P

o

w
e
r
o
f
C
o
m
m
u
n
i
c
a

t
i
o
n

」
と
題
し
て
特
別
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｍ
Ｃ
に
明
治
大
学
農
学

部
教
授
の
小
田
切
徳
美
先
生
と
俳

優
の
峰
竜
太
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
を
機
に
移
住

し
て
現
在
は
海
女
の
後
継
者
と
し

て
活
躍
す
る
長
崎
県
壱
岐
市
隊
員

の
合
口
香
菜
さ
ん
や
、
外
資
系
金

融
会
社
を
退
職
し
隊
員
と
し
て
活

動
し
た
後
に
地
域
の
応
援
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
す
る
株
式
会
社
を
立
ち

上
げ
た
香
川
県
小
豆
島
町
隊
員
Ｏ

Ｂ
の
眞
鍋
邦
広
さ
ん
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
隊
員
や
隊
員
Ｏ
Ｂ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
活
動
に
対

す
る
思
い
が
、
楽
し
い
ト
ー
ク
の

中
で
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
２
会
場
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
３
組
ず
つ
が
、
地
域
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
に
あ
ふ
れ
た
活
動

報
告
や
隊
員
Ｏ
Ｂ
と
し
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
発
表
し
ま
し
た
。
「
さ

ま
ざ
ま
な
事
例
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
ど
の
地
域
に
も
共
通
す
る
部

分
と
し
て
、
地
域
に
溶
け
込
む
た

め
の
近
道
や
仕
事
の
進
め
方
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
学
べ
ま
し
た
」
（
秋
田

県
・
協
力
隊
員
）
な
ど
の
声
も
聞

か
れ
、
確
実
に
学
び
の
場
と
な
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

さ
て
、
本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
全

国
で
活
躍
す
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
同
時
に
、

協
力
隊
、
行
政
、
地
域
の
方
の
三

者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
し
て
こ
そ
地
域
づ
く
り
は
可
能

と
な
る
こ
と
を
再
確
認
さ
れ
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
お
い
て
、
山
形
県
朝
日
町

隊
員
Ｏ
Ｂ
の
佐
藤
恒
平
さ
ん
が
隊

員
に
対
し
て
述
べ
た
ア
ド
バ
イ
ス

が
会
場
の
共
感
を
呼
ん
で
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
「
仲
間
（
地
域

の
方
た
ち
）
と
家
族
（
役
場
の
担

当
職
員
さ
ん
）
を
大
事
に
し
て
く

だ
さ
い
。
仲
間
に
つ
い
て

は
、
好
き
だ
と
思
え
る
人

と
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
く
の
が
一
番
良
い

で
す
。
家
族
に
つ
い
て
は
、

残
念
な
が
ら
子
ど
も
が
親

を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
で
も
、
金
銭
的
な
支

援
と
変
わ
ら
ぬ
見
守
り
を

し
て
く
れ
る
家
族
の
存
在

は
大
事
で
す
。
隊
員
、
地

域
の
方
、
役
場
の
三
角
形

を
い
か
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

か
が
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
は
大
切
で
す
」
。
ま
た
、
活
動

報
告
に
お
い
て
、
兵
庫
県
朝
来
市

職
員
の
馬
袋
真
紀
さ
ん
が
発
表
し

た
隊
員
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り

の
お
話
も
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
馬
袋
さ
ん
は
「
協
力

隊
が
し
た
い
こ
と
（W

ill

）
、

協
力
隊
が
で
き
る
こ
と
（C

a
n

）
、

地

域

が

求

め

て

い

る

こ

と

（M
u
s
t

）
、
こ

の
３
つ

が

重

な
る
と
こ
ろ
を
協
力
隊
に
活
動
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
」
と
言

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
、

隊
員
と
地
域
の
方
と
役
場
の
三
者

間
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
っ
て
お
り
、
募
集
前
、
応
募

段
階
、
任
期
中
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
三
者
の
共
通
認
識
が
得
ら
れ
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

総
務
省
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

と
も
、
地
方
自
治
体
が
協
力
隊
や

地
域
の
方
と
力
を
合
わ
せ
て
創
意

を
活
か
し
て
地
域
づ
く
り
を
行
え

る
よ
う
、
様
々
な
支
援
施
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
原
稿
は
総
務
省
か
ら
提
供
）

当日の模様は（一社）移住・交流推
進機構のホームページ（http : //www.ij
u―join.jp/chiikiokoshi/summit/）で確認
できます。

スマートフォンをお持
ちの方はこちらのＱＲコ
ードからアクセスできま
す。
ＱＲコードはこちら�

地地
域域
おお
ここ
しし
協協
力力
隊隊

▽
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
な
ど

の
条
件
不
利
地
域
等
に
住
民
票
を

移
動
し
、
自
治
体
か
ら
委
嘱
を
受

け
て
、
お
お
む
ね
１
年
か
ら
３
年

以
下
の
期
間
、「
地
域
協
力
活
動
」

（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の

開
発
・
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、
都
市
住

民
の
移
住
・
交
流
の
支
援
と
い
っ

た
地
域
お
こ
し
活
動
、
農
林
水
産

業
へ
の
従
事
、
住
民
の
生
活
の
維

持
の
た
め
の
支
援
な
ど
）
を
行
う

も
の
。

▽
報
償
費
等
と
し
て
年
間
２
０
０

万
円
、
活
動
費
と
し
て
年
間
２
０

０
万
円
を
上
限
に
地
方
自
治
体
へ

支
援
（
２７
年
度
か
ら
は
報
償
費
等

に
対
す
る
支
援
を
最
大
２
５
０
万

円
ま
で
増
額
可
能
。
た
だ
し
、
活

動
費
と
合
わ
せ
て
の
上
限
４
０
０

万
円
は
変
更
な
し
）
。

▽
隊
員
の
任
期
終
了
の
日
か
ら
起

算
し
て
前
後
１
年
以
内
の
者
の
起

業
経
費
と
し
て
１
人
当
た
り
１
０

０
万
円
を
上
限
に
地
方
自
治
体
へ

支
援
。

挨拶する高市大臣
【写真提供＝総務省】

サミットの模様【写真提供＝総務省】

フェア会場におけるＰＲブースの模様
【写真提供＝総務省】
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